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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成20年4月17日(2008.4.17)

【公開番号】特開2006-240108(P2006-240108A)
【公開日】平成18年9月14日(2006.9.14)
【年通号数】公開・登録公報2006-036
【出願番号】特願2005-60017(P2005-60017)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/18     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/185    (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/165    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０２Ｒ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｚ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０２Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成20年3月3日(2008.3.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録ヘッドからインクを吐出して記録媒体に記録を行うインクジェット記録装置におい
て、
　記録ヘッドを搭載して移動するためのキャリッジと、
　記録ヘッドの吐出面に当接するキャップと、
　吐出面を払拭するワイパーと、
　前記キャップと前記ワイパーとを装着する可動ユニットと、
　記録ヘッドからインクを吸引するために前記キャップ内に負圧を発生させるポンプと、
　前記ポンプを装着する固定ユニットと、
　前記ポンプを駆動するモータと、
　を備え、
　前記可動ユニットは前記モータの駆動が伝達されることにより前記固定ユニットに対し
て移動可能に配されることを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２】
　前記キャリッジの移動を案内するガイドレールを備え、前記キャリッジを前記ガイドレ
ールを中心に揺動させることにより記録ヘッドと記録媒体との隙間を変更することを特徴
とする請求項１に記載のインクジェット記録装置。
【請求項３】
　前記可動ユニットを前記キャリッジの方向に付勢する付勢部材を備え、前記付勢部材に
付勢された前記可動ユニットは該可動ユニットに配された当接面が前記キャリッジに配さ
れた案内面に当接することにより前記キャリッジに対する位置が決められることを特徴と
する請求項２に記載のインクジェット記録装置。
【請求項４】
　前記モータは前記固定ユニットに装着されることを特徴とする請求項１ないし３のいず
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れか１項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項５】
　前記キャップを移動するとともに前記ワイパーを移動するための第２のモータが前記可
動ユニットに装着されることを特徴とする請求項４に記載のインクジェット記録装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　図１８はインクジェット記録装置において記録ヘッド２０１と記録媒体との隙間を調整
するための位置調整手段の一例を示す模式的斜視図である。記録媒体の厚みの差による記
録ヘッドと記録媒体との隙間（ＯＨ間距離、紙間距離）の変化を吸収（補正）するために
、記録ヘッド２０１（キャリッジ２００）の高さ位置（上下位置）を変更する位置調整手
段（図１８）を設けることが行われている。図１８において、キャリッジ２００をガイド
レール（キャリッジ軸）４５により揺動可能に案内支持するとともに、該キャリッジの反
対側の部位にキャリッジコロ２００ａを上下位置調節可能に取り付け、該キャリッジコロ
をキャリッジ軸４５に対して矢印方向に位置調節することによりキャリッジ２００を該キ
ャリッジ軸を中心に矢印方向に揺動させることで、記録ヘッドと記録媒体との隙間を調節
するように構成されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　本発明は、上記目的を達成するため、記録ヘッドからインクを吐出して記録媒体に記録
を行うインクジェット記録装置において、記録ヘッドを搭載して移動するためのキャリッ
ジと、記録ヘッドの吐出面に当接するキャップと、吐出面を払拭するワイパーと、前記キ
ャップと前記ワイパーとを装着する可動ユニットと、記録ヘッドからインクを吸引するた
めに前記キャップ内に負圧を発生させるポンプと、前記ポンプを装着する固定ユニットと
、前記ポンプを駆動するモータと、を備え、前記可動ユニットは前記モータの駆動が伝達
されることにより前記固定ユニットに対して移動可能に配されることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　本発明によれば、記録ヘッドと記録媒体との隙間を調整するために該記録ヘッドの位置
を変更する場合でも、装置の大型化及びコストアップを最小限に抑えるとともに、駆動源
の増加することなく、記録ヘッドの吐出面とワイピング手段との相対位置を常に高精度で
位置出しすることができ、該吐出面を効率よく払拭することで記録品位を良好に維持でき
るインクジェット記録装置が提供される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
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　図４は図２中の線４－４の沿った回復ユニット５０のキャリッジ移動方向と交差する方
向の模式的縦断面図である。次に、図２～図４を参照して回復ユニット５０について説明
する。図２～図４において、回復ユニット５０は固定ユニット４９と可動ユニット５２か
らなり、可動ユニット５２は固定ユニット４９に対して上下方向に移動可能（高さ切換可
能）に組み付けられている。固定ユニット４９の内部には、吸引回復のための負圧発生手
段であるチューブポンプ５０Ｃが装着されている。可動ユニット５２の内部には、回復手
段を構成するキャッピング手段（キャップ部）５０Ａ及びワイピング手段（ワイパー部）
５０Ｂが装着されている。また、固定ユニット４９には、可動ユニット５２を上下動させ
るための駆動源であるリフトモータ６１が装着されている。このリフトモータ６１はチュ
ーブポンプ５０Ｃを作動させるための駆動源と共用されるものである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　先ず、図３～図１２を参照して、可動ユニット５２を上下動させて高さ位置を切り換え
るための位置切換手段の構成について説明する。図３～図１２において、固定ユニット４
９はプラスチック一体成形品である筐状のベース部材６０を有し、このベース部材６０の
内部に、吸引ポンプであるチューブポンプ部５０Ｃ、該チューブポンプの駆動源と可動ユ
ニット５２の位置切換手段の駆動源を兼ねるリフトモータ６１、該リフトモータの駆動を
伝達する伝達ギア６２、可動ユニット５２を上下動する駆動を伝達するためのリフトギア
列６３、可動ユニット５２の上下位置を規制するためのリフトカム部６４、並びに、該リ
フトカム部の動きを可動ユニット５２に伝達するためのリフトレバー部６５が装着されて
いる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　リフトカム部６４は、図１０に示すようにその両端部でベース部材６０に回転自在に軸
支されており、その入力ギア６４ｂはリフトギア列６３の出力ギア６３ｃと噛み合ってい
る。従って、リフトカム部６４にはリフトモータ６１の逆転時の駆動が伝達され、リフト
カム部６４が回転することにより外周カム面６４ａ（３箇所）に当接しているリフトレバ
ー部６５（３組）が動かされる（揺動させられる）。このリフトレバー部６５の動作は、
リフトカム部６４に設けられた不図示のセンサとセンサフラグによって制御される。つま
り、センサ及びセンサフラグによってリフトカム部６４を予め決められた回転角度に制御
することにより、リフトレバー部６５の動作を制御することができる。この場合のセンサ
としては、例えば、ＬＥＤとフォトダイオードの組み合わせて該ＬＥＤの光を該フォトダ
イオードで検出する構成のセンサが使用される。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００４６】
　補助レバー６５ｄには、ほぼ鉛直方向に延びる連結ロッド６５ｈの下端部が取り付けら
れている。この連結ロッド６５ｈは、固定ユニット４９のベース部材６０に形成されたガ
イド部（不図示）によって上下方向にのみ移動可能に案内されており、その上端部で可動
ユニット５２に連結されている。以上の構成で、リフトカム部６４のカム面６４ａによっ
てレバー本体６５ａを上方へ揺動させると、補助レバー６５ｄを介して連結ロッド６５ｈ
が上方へ移動させられ、可動ユニット５２が上方へ移動させられる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　この上方移動による上記の動作でリフトモータ６１を止めた状態では、リフトカム部６
４によりリフトレバー部６５のレバー本体６５ａが上向きに揺動されることで、可動ユニ
ット５２は上方へ移動してキャリッジ１４と当接する。つまり、前述したように、可動ユ
ニット５２の当接面５２ｂ１、５２ｂ２がキャリッジ１４の案内面１４ｂ１、１４ｂ２に
当接する。このとき、前述した補助レバー６５ｄの揺り戻しによってばね６５ｆがチャー
ジされた状態となっているため、可動ユニット５２は安定した状態でキャリッジ１４に当
接している。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　この下方移動による動作でリフトモータ６１を止めた状態では、リフトカム部６４によ
りリフトレバー部６５のレバー本体６５ａが下向きに揺動されることで、可動ユニット５
２は下方へ移動してキャリッジ１４との当接を解除され、さらにばね６５ｆのチャージも
解除された状態となる。この状態では、図７に示すように、キャリッジ１４は可動ユニッ
ト５２から離隔してフリーの状態になっている。つまり、リフトカム部６４のカム形状（
外周カム面６４ａ）は、１回転（３６０度）において、可動ユニット５２の高さ位置（記
録ヘッド２０１と記録媒体の間の隙間方向の位置）を上昇位置と下降位置に切り換え制御
できるように形成されている。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　次に、固定ユニット４９に装着された負圧発生手段であるチューブポンプ５０Ｃの駆動
について説明する。チューブポンプ５０Ｃは、回転部材に軸支されたコロ（又はローラ）
によって可撓性チューブであるポンプチューブをしごいていくことで、該ポンプチューブ
内の容積変化を利用して負圧を発生されるものであり、種々の構造のものが知られている
。装置本体の制御装置からチューブポンプ５０Ｃを駆動する指令が出されると、リフトモ
ータ６１を正転させる。この正転の駆動力は、伝達ギア６２→リフトギア列６３の振り子
ギア６３ａｂ伝達され、該振り子ギア６３ａの作用によってポンプギア５０Ｃ１へ伝達さ
れ、リフトカム部６４へは伝達されない。
【手続補正１３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　リフトモータ６１の駆動がチューブポンプ５０Ｃのポンプギア５０Ｃ１へ伝達されるこ
とで、該ポンプギアに接続された不図示の回転部材が回転し、該回転部材の偏心位置に軸
支されたコロによってポンプチューブがしごかれることで該ポンプチューブ内に負圧が発
生する。この負圧はチューブを通して可動ユニット５２上のキャッピング手段５０Ａのキ
ャップ５０Ａ１内へ導入可動であり、記録ヘッド２０１の吐出口を該キャップで密閉した
状態（キャッピング状態）で負圧を発生させることにより、吐出口からインクを吸引して
該吐出口内のインクをリフレッシュするための吸引回復処理が行われる。
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